
生後 1 歳 6 箇月 から 3 歳 0 箇月

名

名

～ まで

　 月曜日 　 火曜日 ✔ 水曜日

　 木曜日 　 金曜日 　 土曜日

㎡）

200 円

⑫マイ保育園等へ
の登録状況

〇

⑩障害児の受入れ ×

⑪給食の提供 〇

各種アレルギーへの対応が可能です。

⑨その他の実費の
有無（おやつ代な
ど）

用途

給食代（１食あたり） 200円

⑦受入部屋 各保育室 （専用保育室の場合の面積

⑧利用料
（１時間・人当たり）

※こども一人１時間当たり「３００円」が上限

※　同じ時間帯に受入可能な人数

⑤受入曜日
実施日に"✔"を記載

⑥利用方法・実施
方式

定期利用・自由利用の別 一般型・余裕活用型の別

定期利用 余裕活用型

園児の受け入れは、週１回（水曜日・午前中の時
間帯）と固定した４週の利用を行う。受入時間内で
各日２名までを受入（同時受入可）ます。

受け入れる園児の年齢に合わせて、既存の１歳
児クラス・２歳児クラスで在園児と合同の保育を行
います。

④受入時間 9:30 12:30

金額

施設所在地 施設名

山科区大宅五反畑町69-5 幼保連携型認定こども園　　おおやけこども園

①受入年齢
（10月1日時点）

②受入定員 2

③同時受入可能数 2

ＮＯ 3

『こども誰でも通園制度』　実施施設（空き枠を活用した追加募集分）

行政区 山科 施設類型 認定こども園



⑬その他（各施設に
おける独自のセー
ルスポイント、利用
に当たっての留意
点など）

〇在園児と同じ環境の中で、子どもたちの健やかな成長を図ります。
当園の保育方針である、「本物のヒト・モノ・コトとふれあえる」を基に、あらゆる事を素直に吸収できる
時期に、たくさんのことを経験し、自分で考え行動できる力を育てていくこと、人間・人格形成に重要
な乳幼児期に、家庭でできない体験、多くの「ヒト・モノ・コト」とふれあい、集団の中で身につけていく
協調性、思いやりなどを育くみ、それぞれの個性を伸ばす保育を行っています。
今回の制度で受け入れる園児も在園児と一緒の場での集団生活を行うことにより、集団生活の中で
しか育むことができない、個々のふれあい、コミュニケーション、協調性を身に着けられ、さらには、当
園の方針である「本物のヒト・モノ・コトとふれあえる」体験ができるメリットがあり、このメリットを生かした
保育を行います。

〇素材にこだわり安心、安全で美味しい給食を提供します。
当園の給食の献立は、管理栄養士とミーティングを行い、免疫力アップメニューや、旬の食材、自園
のふれあい農園で収穫した野菜などを豊富に取り入れ、食育の推進と子どもたちの健やかな成長を
バックアップすることを主眼としています。また、アレルギー食においても、園児一人一人の状況に合
わせて、きめ細やかな対応しています。今回、受け入れる園児も在園児と一緒に給食を食べる場に
いることで、集団生活への適応の促進も図っていくメリットが受けられ、このメリットを生かした保育を行
います。


